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建設工事における熱中症対策に係る費用について（通知）

標記について、別紙のとおり定めたので通知する。

なお、既契約工事についても、適切に対応されたい。
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別 紙

建設工事における熱中症対策に係る費用について

１ 目的
防衛省が実施する建設工事（工事の実施細目について（防整技第７１

６７号。２８．３.３１）別紙の第２第１号に規定する建設工事をいう。）
における熱中症対策に係る費用について、必要な事項を定めることを目
的とする。

２ 費用の計上方法
（１）建築工事、電気設備工事、機械設備工事及び通信工事の場合

熱中症対策に係る費用については、「営繕工事における熱中症対策に係
る費用について」（国営計第６号。国営積第１号。国営建技第１号。令和
元年５月２２日。以下「営繕工事通知」という。）の２によるものとする。

（２）土木工事の場合
工事現場の安全に資する熱中症対策に係る費用については、「土木工事

積算価格算定要領」（建設工事における積算基準等について（防整技第７
７７９号。令和元年９月２７日）の別冊第１）によるものとする。

３ 総合評価落札方式での技術提案の取扱い
総合評価落札方式での技術提案の取扱いについては、営繕工事通知の

３によるものとする。

４ 工事特記仕様書への記載例
（１）建築工事、電気設備工事、機械設備工事及び通信工事の場合

熱中症対策に係る費用の計上について、次の熱中症対策を実施する
場合は受発注者間で必要な設置期間等を協議のうえ設計変更を行うも
のとする。ただし、入札時に提示した技術提案で採用した場合につい
ては、その費用は受注者負担とする。
・遮光ネット（足場に設置するものに限る）
・ドライミスト
・暑さ指数（ＷＢＧＴ値）の計測装置

（２）土木工事の場合
熱中症対策に係る費用の計上について、工事現場の安全（熱中症）

対策を実施する場合は、工期中の日最高気温の状況に応じて現場管理
費を補正するものとし、受発注者間で協議の上、設計変更を行うもの
とする。

５ その他
本通知に関する疑義等については、整備計画局施設技術管理官と協議

するものとのする。


